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—Y•«—¼•«“¯Š”Œ^ƒLƒ…ƒEƒŠ‚É‚¨‚¯‚éM ƒ••[ƒJƒX‚ÆƒGƒ`ƒŒƒ“‚É‚æ
‚é•«•\Œ»‚Ì•§Œä
ŽRŠ@‰mŽi•C“¡ˆä•LŽ¡•C•¼‰Y•½Ži•‚‹´•G•K(“Œ–k‘å‰@•Eˆâ•¶
Œ¤•C 1 (Š”) ƒg•[ƒzƒN)
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シロイヌナズ、ナ花成へのグルタチオンの関与

止山盤二田;坂糊司、三野真布、田中良和、岩淵樹

(岡山県生物科学総合研究所 (RIBS)) 

最近我々は、管状要素分化のような植物の発達におけ

る調節にグルタチオン(GS町が関与することを示してきた。

我々はさらに植物の発達におけるGSHの新たな役割を明

らかにすべく、 GSHがシロイヌナズナの花成に関与する

かどうかを野生型および晩成化変異俺伽ーl、グルタチオ

ン欠乏変異体cad2-}を用いて調べた。長日条件で種子吸水

から 17と18、20、22日後にGSH合成の特異的阻害剤

Buthionine sulfoximine (BSO)を投与すると、 fca-l変異体の
花成は促進された。一方、種子吸水から12と13、15、17

日後に投与すると、 fca-l変異体の花成は逆に阻害された。
このBSOの阻害効果は104MのGSHの同時投与で弱められ、
1O--~MGSHの同附支与で強められた。吸水から 12と 13 、 15 、

17日後、野生型植物体にBSO処理を行うと花成は促進さ

れ、その促進効果はGSHの同時処理で濃度依存的に打ち

消された。 fca-J変異体はGSH含量が野生型よりも高かっ
たが、 BSO処理と同様に低温処理でその内生含量が減少

し花成が促された。 GSH合成に欠陥を有する変異イ恥-ad2-J

は晩成化の表現型を示し、その表現型はBSO投与で強め

られ、 GSH投与で弱められる傾向を示した。以上のこと

から栄養成長時のGSH合成速度および内生GSH含量がシ

ロイヌナズナの花成と関係していることが示唆された。
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春化処理したトルコギキョウの抽だいにおける

グルタチオンレドックス制御の関与

盟国孟盤、ヨ子真布、岩淵雅樹、小J!I健一

(岡山県生物科学総合研究所(RlBS))

我々は最近、植物の発達にレドックス制御が関与することを

明らかにしてきた。今回は春化処理したトルコギキョウの抽だ

い過程におけるレドックス制御の関わりについて調べた。種子

吸水後 4週間生育させた植物体を、 15'Cで 4週間の春化処理を

行い、続いて 25'Cで4週間生育させた。この一連の処理によっ

て抽だいが促されたが、還元型グルタチオン(GS町の存在下で

はさらに促進された。一方、 GSH合成阻害剤の Buthionine

sulfoximineの存在下では抑制された。一連の処理に伴う GSH

含量とその代謝系酵素活性の変動を調べたところ、 GSHは春化

処理開始後 l日で急速に減少し、 3日固までに春化無処理区と

同じ値まで回復し、その後、再び減少傾向を示した。一方、春

化処理区の酸化型グルタチオン(GSSG)は、無処理区に比べ、高

い値を示し、特に低温処理開始直後、 25'Cに移してから 2週目

で顕著に増加した。また、 GSHlGSSG比は春化処理区でより低

い値を示した。グルタチオンレダクターゼ活性は低温処理開始

後、 GSSGの蓄積を促す方向に顕著に減少していた。以上のこ

とから春化処理によるトルコギキョウの抽だい過程にはグルタ

チオンを介する調節が関与することが示された。
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タバコ細胞核の MAR結合タンパク質の分子構造と機能解析

亜里萱盤、松田奈緒、深見裕之、前島正義(名大院:生命農)

マトリクス結合領域 (MAR)は、 ATに富む塩基配列を持つ

DNA上の領域で、核マトリクスタンパク質と結合することが

知られている。核マトリクスタンパク質は、生化学的に単離

核を塩や界面活性剤で処理した後に残る不溶性のタンパク質

と定義されており、当研究室では核マトリクスの務製法が確

立している。調製した核マトリクスを特異的に認識する抗体

によって、分子量43kDaのタンパク質が検出された。このタ

ンパク質の N末端側のアミノ酸配列とエンドウやイネ、動物
などの MARbinding protein (MARBP)で高く保存されてい

る配列をもとにプライマーを設計し、タバコ BY-2細胞の

cDNA libraryを鋳型として degeneratePCRを行った。得ら

れた cDNA断片をプローブとしてスクリーニングを行い、全

鎖長 1688bpのcDNA(MAR43)を単離した。cDNA配列から

推定されるアミノ酸配列はエンドウのMARBPと75%の相向

性があり、特に N末端側でホモロジーが高かった.しかしエ

ンドウのMARBPのC末端側に存在する特徴的な繰り返し配

列 (KKEID)はMAR43pでは見られず、これまでに得られて

いる MARBPとは異なる新しいタイプのタンパク質だと推定

される.またBY-2のMARDNAとして 13種類を得ている。

大腸菌等で発現させて得た MAR43pのMARDNA結合活性

やMARDNAの配列特異性等について報告したい。

F208 

サイトカイニンはキュウリ切除子葉において暗所でも MG凶合成酵素
遺伝子の発現、活性化、プラスチド糖脂質の蓄積を引き起こす。

山題担起、金井大輔、粟井光一郎、土曽田建、島田裕士、
高宮建一郎、太図書之(東工大・大学院生命理工)

Monogalactosyldiacylglycerol仰GDG)合成酵素は、葉緑体における
主要脂質である MGDGの合成を触媒している。この酵素は、
光照射やサイトカイニンを処理したキュウリ貧化子葉においてその

活性が増加すること、またMGD遺伝子の5'上流域に光および縞物
ホルモンに応答するシス領域が存在することが分かっている。

そこで今回は、特に、サイトカイニンのアッセイ系として古くから
用いられているキュウリ切除子葉における、切除による影響に着目し、

光照射時における MGDG合成醇棄の発現と酵素活性、そしてガラク

ト脂質である MGDGとDGDGの蓄積量の変化に対して、光とサイト

カイニンがどのように関与しているかを詳細に解析した結果を報告
する。

暗所で育てたキュウリ子葉に光を照射すると MGDG合成酵素遺伝

子が一過的に発現し、それに伴いMGDG合成酵素活性の増大と糖脂
質の蓄積が見られる。しかし、キュウリ子葉を切除した後、光を照射

すると、未切除子葉に比べ、充分なmRNAの蓄積や酵素活性、正常な
糖脂質の蓄積が見られなかった。これは、根や座戦からの糖脂質の正

常な合成に必要な因子の供給が途絶えたためと考えられる。この切除

子葉に暗所でサイトカイニンを処理すると MGDG合成酵素遺伝子の
発現や酵素の活性化、糖脂質の蓄積がほぼ完全に相補され、未切除子

葉に光照射を行った場合と同様の効果が得られた。これらのことより、
光による葉緑体糖脂質の蓄積、すなわちチラコイド膜の発達にサイト

カイニンが重要な働きを持つことが示唆される。
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cDNAマクロアレイを用いたジャスモン酸応答性遺伝子群の大規模
解析:ジャスモン酸生合成に対するポジティブフィードバックと他

の纏物ホルモンとのクロストーク

佐全室盆王、浅水恵理香¥柴田大輔¥中村保ー¥金子貴一¥
菓井光一郎、増田建、島問裕士、高宮建一郎、国畑哲之¥太田

啓之
(東工大・大学院生命理工・生体システム、 1かずさDNA研究所)

ジャスモン酸およびその誘導体であるメチルジャスモン酸
OAeJA)は、病傷害応答や衡の形成、老化などの生理現象に関与
する生理活性物質として知られている。しかし、ジャスモン酸によ
る情報の伝達経路についての知見はほとんど得られていない。本

研究ではジャスモン酸類の情報伝達機構と、それらの下流で生じ

る生理現象を明らかにするために、ジャスモン酸応答性遺伝子群
の網羅的解析を行っている。 MeJA処理を行った播種後 10日目の
アラピドプシスから抽出したmRNAを用いてcDNAマクロアレイを行
ったところ、 MeJA処理後1時間から24時間までの聞に、未処理に
対して 3倍以上の発現量sr化を示す遺伝子が機能未知のものを
含め 42個同定された。これらの中には、ジャスモン酸生合成の酵
素をコードする遺伝子であるLOXZ.AOS. AOιOPRI. OPR3が含まれ
ていた.この結果Iま現在同定されているジャスモン酸生合成遺伝
子が全てMeJAによって続導されることを示している.また、ジャス
モン酸がエチレン・オーキシン・サリチル酸などの植物ホルモンと
協調的あるいは箔抗的に作用することが知られているが、今回の

結果からジャスモン酸とこれらの植物ホルモンとのより複維な相

互作用が明らかになったので報告する.

F210 

微生物由来エチレン生成酵素遺伝子を導入した形質転換タ

バコの特性

荒木誠士，田中正美，吉田和哉 1，新名惇彦 I，松岡正佳人

小川隆平 2

(熊本県農研センター奈良先端大・バイオ崇城大・

応微エ)

植物ホルモンであるエチレンを時期及び組織特異的に発

現させる事により，耐病性，ストレス耐性，雌花形成等の

制御が可能になると期待される。そこで， Pseudomonas 

syringae pv. phaseo1ico1a PK2由来の 2・オキソグルタ

ール酸依存性エチレン生成酵素 (EFE)の遺伝子をタバコ

に導入し，遺伝子の発現とその影響を調査した。

EFE・GUS融合遺伝子を 35Sプロモーターの下流で発現

させた結果，節聞が短くなり草丈が低くなり，葉が波打ち

小さくなり，また根が太く脆くなる形態異常を示す系統が

得られた。形態異常を示す系統は非形質転換体の20倍以上

のエチレンガスを生成した[1]。また，タバコアルコール脱

水素酵素遺伝子のプロモーター (NtADHp)を用いて，組

織特異的発現とその影響についての実験も併せて行った。

NtADHpでは根のみで GUS遺伝子の発現およびエチレン

生成量の増加が認められた。

[1] Araki S. et a1. (2000) Plant Cell Physiol. 41: 327・334.
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トマト生長崎のIAA分布とラペJl-IAAの輸送能カ

児島清秀・大竹絵梨子1・馬霊祭

{新潟大・自然研、 1新潟大・農)

生長中の植物体でのlAAと生理現象の関係を解明

するために、モデル系として革本性のトマトの栄

養器官(茎・葉・根)と果実を使用し、 lAAの輸送

能力(極性輸送)・拡散量・内生量を同時に測定

した。内生量はアポプラスト (AP)とシンプラス

ト (SP)に分けて分析した。輸送能力は14C-lAA

を使用して、各部の内生lAA量は13C6-IAAを内部

標準としてHPLC-質量分析計-SIMで分析した。

茎は長軸 (3等分) ・単軸方向(皮・肉・芯部)

のそれぞれの部位に、果実は果皮・隔壁・果芯に

分けた。茎ではlAAの輸送能力は下部で低下し、内

生lAA濃度はAPのSPよりも 2倍以上高く、下部で

は上部の 2倍高かった。果実でもlAAの顕著な結果

が得られた。以上の結果から、生長中の植物体で

のlAAの生理作用に関して多面的に考察した.

F212 

コムギの樹番き耐性における第一節聞の伸長成長のためのジ

ペレリンとカリウムの作用

堕亙，東谷篤志，菅洋，武田和義高橋秀幸(東北大・遺

生研岡山大 ・生物資源研)

培地に外生のジペレリン (GA)を与えると，紅1::麦とよ

ばれる中国の黄土高原で発見されたコムギ品種 (Tritic抑

制 tivum L.)の第一節聞の伸長は，著しく促進された。紅苦

麦の芽ばえは，第一節聞が伸長することによって，深播き耐

性を示す。本研究では，第一節間の伸長に対する GAとカリ

ウムの作用とその樹番き耐性との関係について解析した。GA

による紅苦麦第一節聞の伸長の促進には，培地中のカリウム

の存在が不可欠である。 GAを与えると，紅1::麦では，第一

節聞の細胞のカリウムの取り込みが促進され、他の品種に比

較して，紅苦麦の根と第一節問中のカリウムチンネル遺伝子

発現のレベルか清いことがわかった。培地中に GAの生合成

阻害剤ウニコナゾールを添加すると、根におけるカリウムチ

ャンネル遺伝子の発見が低下し， GA3を与えると，これらの

遺伝子発現が回復された.また，第一節問中のカリウムチャ

ンネル遺伝子の発現が Gんによって誘導されたことから，紅

苦麦の深播き条件における第一節問伸長の主要因の lつであ

るカリウムの取り込みには GAが重要な役割を果たしている

ことが万司愛された。



F213 

ヒマワリ種子発芽過程における新規アレロパシ一物質の消長
大野修二1、富田一横谷香織2、鈴木利貞2、小瀬村誠治4、
安井一巨人後藤敏男5、山村庄亮4、長谷川宏司Z
( 1筑波大学大学院バイオシステム研究科、 2筑波大学応用生
物化学系、 3筑波大学大学院農学研究季" 4慶慮義塾大学理工
学部化学群" 5日本バイエルアグロケム)

ヒマワリの植物体が強い限筈的アレロパシーを有すること
はよく知られており、これまでにその葉から数種のアレロパ
シ一物質が単目撃・同定されている。しかし、その種子の発芽
段階におけるアレロパシーについての詳細な研究はない。そ
こで、まずヒマワリ種子の発芽段階でのアレロパシーを観察
した。ヒマワリ(胎lian幼usannuus L; cv. Taiyo， Sapporo 
Saishuen， Jap釦)種子と数種の植物種子を同一シャーレ内
で混植したところ、オオイヌノフグリの成長が対照に比べ大
きく抑制された。 この結果より、ヒマワリ種子が種選択性
阻害的アレロバシ一機能を有する可能性が示唆された。そこ
で大量のヒマワリ種子を水で培養し、その培養液からこのア
レロパシー現象を引き起こす原因物質の単離・同定を試みた。
各種クロマトグラフィーを用いて阻害活性物質を精製・単離
し、機器分析を行い、この物質を新規物質 4，15-dinor-3-
hydroxy-1(5)-xanthene-12，8-o1ide と同定し、これを
Sundiversifolideと命名した。この単離した物質について
6種の植物を用いて生物検定を行ったところ、この物質が種
選択性を有することが明らかになった。 また、ヒマワリ種
子 500粒を培養した培養液を精製し、HPLCを用いて分析した
ところ、Sundiversifolideと同様の保持時間にシングルピー
クが認められたが、このピークは時間と共に減少し、代わりに
他のピークが治加していくという事実が明らかになった。
これらの結果から、Sundiversifolideはヒマワリ生育環境中
に放出されたあと他の物質に変化していくことが推察された。
この物質について、現在詳細な検討を行っている。

F214 

クレス緑化芽生えにおける成長抑制物質の探索

呈盆却盟、山田ノj、須弥 I、鈴木利貞 2、小瀬村誠治 3、山村

庄亮3、宮本健助4、上回純一久長谷川宏司，(大阪府大・院・

理、 1筑波大・応生化、 2筑波大・騰、 3慶応大・理工・化、‘大

阪府大・総合科学部)

我々はこれまで高等植物・茎の光屈性のメカニズムについて

分子レベルから研究を行い、光側・影側におけるオーキシン

の分布は均等であり、光側で生成される光誘導性のオーキシ

ン活性抑制物質が光屈性を制御していることを報告してきた

(Bruinsma-Hasegawa説)。光屈性制御物質としてダイコンか

ら4-methylthio-3-butenylisothiocyanateや raphanusanins

を、トウモロコシから benzoxazolinone類を、ヒマワリからか

epixanthatinを単離・同定してきた。今回は光屈性の研究に

汎用されてきたクレスを用いて、光屈性制御物質の本体を明

らかにすることを最終目的として、まず、クレス緑化芽生えか

ら成長抑制物質の抽出を行い、いくつかの物質の単献に成

功した。そのうちの 1つは glycerol 1-(9，12，15-

octadecatrienoate)であることが、 'HNMR等から明らかにな

った。他の成長抑制物質の構造解析は現在進行中である。
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トマト搾汁残澄由来の縞物成長促進物質

鐙準型i息1、富田一機谷香織2、津布楽洋和3、吉田滋樹2、日下
部功2、山田小須弥2、三木洋一4、長谷川宏司 2(1筑波大

院.&量、 2筑波大・応生化、 3カゴメ・総研、 4三木商庖)

食品製造業において、廃棄物の処理は重要な課題の一つで

ある。食品製造業から排出される廃棄物中には細胞壁多糖等

多くの有機物が含まれている。これらを再資源とした何らか

の活性物質の創製等、有効利用できる可能性が高い。そこで

本発表ではトマトジュースの製造過程で大最に排出される搾

汁残溢を材料として用い、植物成長促進剤としての有効利用

性について検討を行った。

トマト搾汁残澄を水で煮沸し、その抽出物をケイトウ、 ト

マトに与えて倍養したところ顕著な成長促進効果は認められ

なかった。そこで、 トマト搾汁残溢に塩自主を加え、煮沸した

抽出物を中和の後、ケイトウに与えて培養したところ、熱水

抽出にくらべ著しい成長促進活性の増加が認められた。特

に、 4時間酸処理した抽出物では shootの伸長を 500ppmで

70 %、 1000ppmで 100%促進した。しかし、 4時間以上煮

沸した抽出物では、 4時間酸処理した抽出物に比べ、成長促進

活性の減少が認められた。一方、 トマト搾汁残漬に水酸化ナ

トリウムを加え煮沸した後中和したアルカリ抽出物では逆

に、 sh∞t、r∞tともに成長が阻害された。
4時間酸処理した抽出物の、成長促進活性の原因物質につ

いて、精製を行ったところ、 HPLC-PAD分析により、重合度

6-10の酸性糖の存在が認められた。現在これらの詳細な

構造と作用機構について検討を行っている。

F216 

EFFECTS OF BRASSINOLIDE ON CELL 
DIVISION AND ELONGATION IN EPICOTYL 
GROWTH OF PEA SEEDLINGS. 
Naova MAED11， Norihito KUNO'， Takao YOKOTA2， 
Motohiro FUKAM1 and Masaki FURUYA'; Grad. Sch. 
Agr.， Utsunomiya Univ.， Utsunomiya， Tochigi 320・8505，
'Hitachi Advanced Research Laboratory， Hatoyama， 
Saitama 350・0395， 2Dept. Biosci.， Teil王yo Univ.， 
Utsunomiya， Tochigi 320・8551

We studied effects of brassinolide(BL)， a biologically 
active brassinosteroid(BR)， on epicotyl growth in 
etiolated seedlings of wild句pe(WT) and a BR 
biosynthesis mutant (lkb) of garden pea(Pisum sativum， 
cv Torsdag). The dwarf phenotype of the mutant first 
became detectable 53 hours after sowing in darkness at 
25"C. We treated the mutant with BL in an attempt to 
rescue the dwarf phenotype. Time course study indicated 
that the dwarf phenotype of lkb was most effectively 
recovered when BL of 1 x lu-7M was given exogenously at 
29th hour after sowing. 1n response to this treatment the 
first internode of the lkb mutant grew 2・foldlonger than 
untreated lkb control. However， BL treatment was 
unable to fully rescue the lkb mutant， as internode 
elongation and cell number of BL-treated lkb se巴dlings
was only one half that of the WT. The maximal 
difference in cell number between WT and lkb was 
established by 29 hours after sowing， suggesting that cell 
division was significantly influenced by endogenous BR 
before 29 hours after sowing. 
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シロイヌナズナの芽生えの成長に対するブラシノライドと
ブラシノステロイド生合成阻害剤ブラシナゾールの影響
居並去、中村考志 1、浅見忠男 2、吉田茂男 2、松尾友明、
岡本繁久(鹿大農・生物、 l京府大・人環、 2理研)

ブラシノステロイド(BR)は多面的な生理作用を示す第6番
目の植物ホルモンである。近年、シロイヌナズナの分子遺
伝学の発展により BRの生合成やシグナル伝達の詳細が明
らかになりつつあるが、シロイヌナズナを用いた生理学の
研究は、その重要性にも関わらず、前者に比べ進んでいな
い。そこで我々は、シロイヌナズナの芽生えの成長に対す
るブラシノライド(BL)及び BR生合成阻害剤ブラシナゾー
ル(Brz)の影響を調べた。その結果、外から与えたBL(lO-lO
-10-6M)は子葉の肥大や連続光下で栽培した場合の下脹軸の
伸長を獲度依存的に促進した。逆に、新鮮重の場加、根の
伸長、暗黒下における下降輸の伸長は、 BLの濃度に依存し
た限害を受けた。他方、 Brz(10-9-1Q-5M)を処理すると、明
暗に関わらず濃度に依存した成長の阻害が見られた。以上
の結果から、シロイヌナズナの芽生えが正常に成長するた
めには、内生のBRが不可欠であること、また成長を促進す
る内生BRの浪度が器官によって異なることが示唆された。
続いて、一般的に茎の伸長に関わると考えられているオー
キシン、ジペレリンと BRの下阪軸の伸長における関連性
を調べた03種の植物ホルモン(BL、IAA、GA3)と阻害剤(Brz、
PCIB、τ1BA、Uniconazole)を同時に投与して成長に対す
る影響を調べた結果、連続光下における下降軸の伸長促進
は、オーキシンやジベレリンの作用を介さない BRの直接
の効果であることが示唆された。また、下底軸の伸長には
BRが主に働き、ジペレリンが補足的に働いている可能性が
示された。

F218 

Gene Chipを用いたブラシノステロイド応答性遺伝子の
解析

護髄聖、豊富語、{明鷲d望調室長ヂ県主、
額・~~弱検最可一刀 、世
近年の欠損ミュータントの解析からブラシノステロイド
但R)は細胞の伸長、分裂、光形態形成など植物の生長調
節に必須の役割を担っていることが明らかになってきた。
しかし、ブラシノステロイドがどのようなメカニズムで
生長を制御するのか、その機構はほとんど明らかにされ
ていない。我々はブラシノステロイドの生理的な機能や
シグナル伝達機構を解明するため、 DNAアレイを用いて
ブラシノステロイドの制御下にある遺伝子を網羅的に解
析することを試みた。 DNAアレイの方式としては
Affvmetrix方式を用いた。プラシノライド投与により発
現が変動する遺伝子をスクリーニングし、それらの遺伝
子群を 4つのカテゴリーに分類して、解析を行った。ま
ずlつ目は細胞伸長に直接関与すると推定される遺伝子
群である。この中には XyloglucanendtransgIy∞sylase 
(XET)とそのホモログがある。このカテゴリーに分類さ
れる遺伝子の多くは BRによりその発現が促進された。
二つ目はBRの合成に関与する遺伝子群である。BR生合
成遺伝子としてはCPD.DWF4. BR60xなどが報告されて
いるが、それ以外にも既知生合成遺伝子と高い相向性を
示し、かつ BRによって負に発現制御を受ける遺伝子が
存在することがわかった。三つ自のカテゴリーは BRの
シグナル伝達に関与する遺伝子群である。この中には他
のホルモンとの相互作用を司る遺伝子が含まれており非
常に興味深い。例えば、オーキシンによって誘導される
IAA3遺伝子などがBRに応答することが明らかになった。
4つ目は機能未知の遺伝子群である。
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F219 

ヒャクニチソウ管状要素分化過程でのブラシノステロイド

合成関連遺伝子の発現調節

山塞~、 1 出村拓、福田裕檎(東大院・理・生物科学、

1理研・植物科学センター)

私たちはヒャクニチソウ管状要素分化系を用いてブラシ

ノステロイドが、分化の中期から後期への移行に関与するこ

とを明らかにした。次いで、いくつかのブラシノステロイド

について管状要策分化の各時期に存在する量を調べ、ブラシ

ノステロイドが分化中期に急鳩ずることを明らかにした。

今回はブラシノステロイド合成に関連する遺伝子の単離

を鼠み、その発現解析を行った。 RT-PCR法により、 S
TEl、DIM、DWF4、CPD、DWARFのホモログ
と予想されるクローンの部分配列を得た。これをもとにして

cDNAライブラリーから会長の単離を試み、 DWARF以
外のクローンの会長を単離できた。これらの遺伝子の管状要

素分化過程におけるmRNAの蓄積を鯛べたところ、 DWF
4とCPDのホモログと予想されるクローンのmRNAは
内生ブラシノステロイドの増加に先立って蓄積することが

わかった。またこれらの遺伝子は、オーキシンとサイトカイ

ニンの両方を含む分化跨導培地において強い発現が見られ

ることから、これらの遺伝子の転写レベルでの制御が管状要

素分化過程でのブラシノステロイド合成のキーステップに

なっていると考えられた。

F220 

ヤマザクラ種子発芽過程における内生アブシシン駿の動態

丹羽美乃理l，諌山奈央子九信太優子人中村輝子1， 2 

(1日本女子大院・理日本女子大・理)

すでに、サクラの種子発芽には、約4ヶ月閣の低温湿層
処理が必須の過程であるが、同処理開始 2ヶ月後に内果皮

除去を行うことによりただちに発根過程に移行できること

を明らかにした。種子発芽過程において生理学的過程を明

らかにするための第 1歩として、低温湿層処理直前、およ

び同処理 2ヶ月後の内果皮、種皮、種子における、アプシ

シン酸含量変化を GC/SIMにより測定した。また、内果皮
除去の種子を用いて発芽率に及ぼす外生アブシシン酸の効

果をも調ペた。その結果、内果皮、種皮および種子におい

て内生アブシシン酸含量は，いずれの場合も生理的濃度範

囲であり、処理後の内果皮における含量の低下が顕著に認

められた。また、種子発芽に及ぼす外生アプシシン酸の阻

害効果も、顕著に認められた。今回の結果により、低温湿

層処理聞に生ずる、内果皮等に含まれる発芽抑制物質の減

少が、種子発芽に関与している可能性、及びアブシシン酸

が発芽阻害物質のひとつとして含まれ、発芽過程の制御に

関わることが示唆された。今後、さらに低温湿層処理によ

る発芽過程に関わる、アブシシン酸その他の発芽抑制物質

およびこれらと措抗的に作用するであろうジペレリン等の

発芽促進物質の動態、および妊の発達等について詳しく検

討する必要がある。



F221 

イネ発芽種子におけるジベレリン合成酵素遺伝子の発現解析

金王蓋童，伊藤博紀上口(田中)美弥子，北野英巳松岡

信(名大・生物分子応答センター名大・生命農学)

穀物種子の発芽時における匪と糊粉層でのふアミラーゼ

の発現は、ジペレリン(GA)により主に転写レベルで制御され
ることが知られているが、発現の引き金となる GA合成に関
する研究はほとんど行われていない。今回、我々は GA合成
とα・アミラーゼの発現の関係を解明するために、 GA合成の
最終段階を触媒する 2つの GA3β水酸化酵素遺伝子
OsGA3oxl. OsGA3ox2 (D18)と、その前段階を触媒する GA
C-20酸化醇素遺伝子 OsGA200x、およびα.アミラーゼ遺伝
子 RAmylAの吸水種子における詳細な発現解析を行った。吸

水後の経時的なノザン解析の結果、底におけるRAmylAはGA
合成酵素遺伝子の発現以前から発現し始め、ウニコナゾール

による GA合成阻害もこの目玉における RAmylAの発現に影響
を与えなかった.この結果から乾燥種子医に微量に存在する

GAにより匪の M吻IIAの発現が誘導されると考えられた。
一方、糊粉層の RAmylAはGA合成酵素遺伝子の発現後に誘
導され、 GA合成匝害により転写誘導が抑制された。このこ
とは、糊粉層に作用し RAmylAの発現を誘導する GAは吸水

後に denovo合成されたことを示唆している。また、糊粉層

のα-アミラーゼの発現に関与する GA合成部位を同定するた
めに行った、 OsGA3oxl.D18をプローブとした初 siluハイプ

リダイゼーションの結果および怪器官欠損突然変異体の糊粉

層でのRAmylAのノザン解析の結果も合わせて報告する。

F222 

キュウリ・トマト切隊恒軸における皮層の組織癒合に対する子葉

およびジペレリンの関与

盟地怠雄志1、岩井宏瞬、川出洋ヘ山口信次as2、神谷勇封、佐藤
忍， ('筑波大・生物、哩化学研究所・植物科学研究センター)

キュウリ怪輸を水平方向に半分程度切断すると切断後3日目に切断

面付近の細胞カ細胞分裂を開始し、切断後7日自には切断された皮層

はほぼ完全に癒合するが、子葉を切除するとこの細胞分裂が強く阻害

されることを我々は見いだした.本研究では、この組織癒合過程の細

胞分裂に対する植物ホルモンの関与について解析を行った.キュウリ

子葉を切除した個体で見られる細胞分裂の強い阻害は、子葉を切除し

た部分にジペレリン(10""MωJを塗布することで回復したが、オーキ
シン(1O""M弘Nを塗布した場合には、回復しなかった.また、ジペレ
リンの生合成阻害剤であるウニコナゾー)(，(1O""MUnl<α~p)を子
葉に散布したところ、皮膚の細胞分裂は強く阻害されたが、ジペレリ

ンを同時投与することでこの阻害は消失した.一方、茎頂あるいは根

を除去した場合には、皮層の組織癒合過程における細胞分裂に阻害は

見られなかった.また、オーキシン極性移動阻害剤jである百s.¥

(10吋M凶凶d苅凶.cac必)を腔紬切断部の上部に塗布した場合で
も、皮膚の細胞分裂に影響は見られなかった.同様の現象がトマトの

芽生えでも観察されたので、トマトのジペレリン生合成欠損変異体

(giか1)の匪帖を用いて同様の実験を行ったところ、この変具体で

は皮層の組織癒合にともなう細胞分裂カ唱きないことが示されえ.こ

れらの結果から、切断された皮層の組織癒合過程における細胞分裂

に、ジベレリンカ糠く関与していること、また、活性型ジベレリンの

生産に子葉が関与していることが示唆された.
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F223 

ジペレリンA3のセイヨウハコヤナギの成長に及ぼす影響

宣之監却弘，長尾精文，篠原健司(農水省・森林総研)

セイヨウハコヤナギ(Populusnigra L. var. italica Koehne) 

をジベレリン(GA~で処理し、形態、乾燥重量、業の光合成

速度や色素量などに及ぼすGAaの影響について調べた。セ

イヨウハコヤナギは人工光(約 500μmol.m-2s-I.12時間日

長)、 25'Cの条件下で生育させ、未処理または15.45.150μM

のGA3濃度で4-5週間処理した。 GA3処理により、植物が

異常な形態を示すことはなかった。シュートの伸長速度は

150μMのGAa処理で未処理の約2倍に増加し、 5週間後に

はその樹高は約170cmに達した。また、節の数も GA3処理
により増加した。地上部の乾燥重量は、 GA3の濃度に依存し

て滑加し、逆に根の乾燥重量は減少した。成業での光合成速

度及びクロロフィル、カロチノイドの含有量は、 150μMGAa

で顕著に減少していた。一方、成業でのアントシアニンの含

有量には有意差が見られなかった。これらの結果は、 Gんが

セイヨウハコヤナギの成長に正の効果を及ぼすことを示して

いる。現在、 GA3処理後の内生の纏物ホルモン(活性型ジベ

レリン、アプシジン酸、インドール酢酸)の変化や解剖学的

な解析を進めている。

F224 

エチレンによる根の成長制御におけるオーキシン

要求性

Ahidur Rahmm 尼川大作，後藤伸治鶴見誠二 2

(神戸大・自然科学宮教大・生物神戸大・ RI
センター)

シロイヌナズナ (Arabidopsisthaliana)の2種の
エチレン抵抗性変異株、 a山 1・7と eir1-1、を用い
て、エチレン作用に対する、オーキシンの要求性

を調べた。o附 1・7とeir1・1はそれぞれ、 auxininflux 

.carrierと efflux.caπierの変異株である。 aux1・7と

eir1・1の根の成長はエチレンに対して、強い抵抗

性を示したが、 10nM NAAの存在下では、これら

の変異株は、野生型の根に近いエチレン感受性を

示した。そして、 10nM lAAも eir1・1には有効で
あったが、 aux1・7に対しては無効であった。これ

らの結果から、 auxl-7と eirl・1のエチレン抵抗性
の原因は、低い細胞内オーキシン濃度にあること、

また、エチレンによる根の成長制御において、オ

ーキシンは positiveregulatorとして作用すること

が分かった。



F225 

メロン ACC合成酵無遺伝子 (CMe-ACS2)のオーキ

シン蹴灘シス因子について

坂本木錦子1、飽野由美恵1、掴田雅俊¥中川弘殺1、

平林哲夫3、量麓量豊1.2(1千葉大・園芸、 2千葉大・院

自然科学、 2日本園芸研〉

メロンのオーキシン際海 ACC合成酵素遺伝子

(CMe-ACS2)のプロモータ領域にダイズの GH3遺伝

子 (TGTCTCエレメント〉やエンドウ PS-IAA4/5遺

伝子 (AuxRD) のオーキシン飯場シス因子に似たE~J

が含まれている。本研究はそれらの配列がオーキシン

際線シス因子として働いているか検討した。

断片化した CMe-ACS2プロモータを結合した p

81101を噂入したアラビドプシス及びー過的発現系に

よるオーキシン鶴灘性を測定した結果、 TATAboxの約

100bp 上流に存在する TGTCTC様エレメント

(CGGACAttucgaTGTCTC)が、それらの系におい

てオーキシン鴎狐シス因子として働いていることが明

らかになった。

F226 

BI・pbenolA におけるサイトカイニン織活性の解析
呈品血血卒、高野邦子 1、中村百合子¥樋本かおり ¥

細谷夏美¥西成典子 (大妻女子大・教養・生物、

'社会情報・環境)

内分泌繍乱物質として知られている BlspbenolAはポリカーポネ

ートの原材料として用いられている.Blsph問。IAはエストログン

類似の作用を持ち、動物に対する影.が危tAされている.一方、

植物に及ぼす影響は全く知られていなかったが我々は BlspbenolA

が樟物ホルモンの一つであるサイトカイニ ンと類似の活性のある

ことを、ダイ ズカルスを用いた生物検定系の実験で明らかにして

きた.サイトカイニンと問織に細胞湘殖促進作用が毘められた.

本研究では細胞において Blspb問。IAとサイトカイニンの作用部位

が同ーなのか、それぞれ特異的なのか調べた.そのために Blspbenol

A とサイトカイニン (ゼアチン)を半量ずつ加える半量実験を行

った.その結果、ゼアチンとよく似た変化を示した。次いで、こ

の2つを同時ではなくゼアチン→BlspbenolA、Blsph開。IA→ゼア

チンの移動実験をそれぞれ、この生物検定系を用いて行った.そ

の結果、最初に加えたものの影響を受けることが示された.以上

のことから悶ーの作用部位であることが推定された.また同時に

加えた犠合はゼアチン優先に進むことが考えられた.

さらに BispbenolAにサイトカイニンの細胞精娘促進作用以外の

生理活性があるか実験した.ニンジンカルスに Bllph問。IAを与え

たところ、芽の分化を傍導できた.現在、他の植物でも検肘中で

ある。
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F227 

ニンジン指養細胞の細胞分裂に対するphytaulfd<i ne (P SK) 
とオーキシンの相互作用

n阜、松林嘉克 1、坂神洋次 1、鎌田得(筑波大・生物科
学、 1名古屋大続・生命厳学)

ペプチド性植物細胞書留殖因子であるPSKは、循物の細胞分割

を、オーキシン、サイトカイニンと協関して促進していると考

えられている.ニンジンの non-embryogeniccells (NC) 

は、オーキシとして2，4・Dを含むMS縫地中で噌殖するが、

2，4・Dを含まないMS縄地で前泊費Eした渇合、 PSK-αの投与
によって細胞分裂が促進された.また、 PSK-αと2，4・Dを組

み合わせて投与すると、細胞分署躍が2，4・D濠度依存的に促進さ

れた.そこで、このPSKと2，4・Dの関係が、 PSKとオーキシン
の一般的な関係と考えられるか否かを明らかにするため、オー

キシンとしてNAAを含むMS培地でNCを培獲し、 PSKとNAAの

相互作用を鋼ベた.その結果、 4.5x 10・6MのNAAを1x 

10・7MのPSK-αとともに役与することにより、 2.3x 

10・7Mの2，4・Dと1x 1 0.7 MのPSK-αを岡崎に投与したと

きと同等の結果が得られた.このことから、ニンジンNCにおい

て、 PSKはオーキシンと協闘して細胞分裂を促進すること、ま

た、 NAAの作用lま2，4・01こ比べて弱いことが明らかとなった.

F228 

トマト成熟変異体Nr・2のエチレン受容体様遺伝子

全直盤企，森仁志1，永田雅靖 (野菜茶試・生理生態，

1名古屋大学大学院・生命農学)

トマトにおいては成熟が抑えられた表現型を示す変

異体がいくつか報告されており、これらの変異の原因

遺伝子は、成熟を制御する遺伝子をコードしてる可能

性が高い。また、トマト果実の成熟には内的因子とし

てエチレンが大きな役割を果たしていることが知られ

ている。現在トマトでは、 5種類のエチレン受容体遺

伝子 f.!-eETRl，2， 4， 5， NR)が報告されており、生長

を通して複雑な発現変動を示すことが分かつている。

我々は、成熟が抑制されるトマト変異体である Nr-

2からエチレン受容体ホモログ遺伝子を単離し、それ

らの構造などについての解析を試みた。 Nr・2 変異体

から R1・-PCRによって増幅された断片の構造を決定
したところ、既知のエチレン受容体遺伝子に加えて、

予想されるアミノ酸配列が、 LeETR5と83.1%の相

向性を示す新規なエチレン受容体様遺伝子が得られた。



F229 

エンドウ節間表皮組織のプロトプラストに誘導される

ABP1を受容体としたIAA依存の勝間反応

山よ堕，芳賀健1.Richard M. Napier2• 飯野盛利 1 (環
境科学樹首研究所大阪市立大・院理・生物地球.2Ho託.

Rβs. Inst.. U.K) 

エンドウ芽ばえの成長中の節間(第3節間)の表皮組
織からプロトプラストを分離し，その体積に及ぼすIAA

の影響を調べた。プロトプラストは 0.5M回>rbiωL

10mM KCl. 1mM CaCh. 20mM glu∞se. 10mM 
Mes'Tris句H6.ω の培養液に懸濁し，赤色光下で観測し
た。 IAAを含まない外液中でプロトプラストは一定の体

積を維持したが.IAAを加えることによって膨潤した。

I捌反応は IAA投与後，少なくとも 10分で開始し，
1O-8Mから 10・5Mの濃度範囲で増加した。また，濃度依
存の増加は2段階で起こることが示唆された。外液中の
K+，あるいはαーを膜不透過性のイオンで置き換えると
反応は消失した。膨潤反応はK+とαーの取り込みに基づ
く浸透調節によって生じると考えられる。オーキシン結

合タンパク質1(AJ3P1)の抗体を外液に加えると，瞬間
反応は6μgml-1の低濃度でほぼ完全に消失した。 Ca2+
を除き 1mMEGTAを加えた外液中で膨潤反応は正常
に起こった。これらの結果は.ABP1か湿潤反応のオー

キシン受容体であること，外液のCa2+はシグナル伝達成

分として関与していないことを示している。

F230 

シロイヌナズナのエチレン過剰合成変異体eto1の分

子遺伝学的解析

亘且ー担， Kevin L.-c. Wang1， Claire Lurin2， Joseph R. 
Ecker1 (北海道農業試験場， 1 Sa1k Instiωte，2INRA) 

シロイヌナズナの etol(ahylene-Qverproducer 1)は黄

化苗で野生型の約¥0倍のエチレンを合成する劣性

突然変異体で、 ETOl遺伝子はエチレン合成の負の

制御因子をコードすると考えられていた。 ET01遺

伝子は二つのタンパク質問相互作用ドメインを持つ

新規のタンパク質をコードしていた。 Two-hybrid

systemおよび二重変異体の解析により、 ETOl・ACS5

の相互作用を明らかにした。また、大腸菌内で ACS5

とETQl・LlKE(EOL)タンパクを共発現させると ACS

活性は著しく阻害された。これらの結果から ETOl

ファミリータンパクは ACSと相互作用し、その活

性を阻害することが明らかになった。
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S201 

イネにおけるアクチベーションタギングシステムの

開発:トランスポゾンの利用による変異系統の拡大

及び新規変異体の取得

丞昌輩、佐藤浩二、杉本和彦、大阿久子、阿部健、

大林憲吾、贋近洋彦、菊池尚志(農水省・生物研)

4コピーのCaMV35Sエンハンサー及び35Sプロモ

ーターをDsの末端配列にはさんだ形 (Ds-EN)で日

本晴及びトウモロコシのAcトランスポゼースを発

現している日本晴 (9・17系統)に導入した。 Acトラ

ンスポゼースの作用で、Ds-ENがsomatic及びgerminal

に転移することが明らかになり、 トランスポゾンを

利用した変異系統の拡大が可能になった。

一方Ds-ENを日本晴に導入したTl世代で、エン

ハンサー近傍領域の転写を調べたところ、 10系統中7

系統で活性化が認められた。そのうち 1系統は葉鞘

が著しく短く、葉身が縮れていた。この変異体を水

耕栽矯し10ug/lのブラシノライドを添加すると数日

で正常化したので、ブラシノライドの合成或いは分

解系の変異体であることが示された。現在、タグし

た遺伝子がこの表現型の原因かどうかを調べている。

S202 

アオウキクサ:n:成を強〈縁導するFIFとノルエピネフリン反応物の構
造解明

山口祥子、豊山些童、飯田年以、岡弁美佳¥緬原忠雄、吉国隙一、
図中修¥瀧本教2(資生堂・基盤研究センター、'甲南大学・理・生物、
2京都生物研)

アオウキクサが乾燥や高温などのストレスを受けた時に放出する

成分(factorC)とノルエビネフリン(NE)の反応生成物はアオウキク

サの花成を強〈銃導する刊。更に、factorCの本体はリノレン酸の 9.

10ー位がα・ケトールになった不飽和脂肪酸の践導体(FI円であり、

その構造特異性は極めて高いことを既に報告したへ本研究ではFIF
とNEの反応物の構造解明をIitみた。

FIFとNEとの反応により多種類の成分が生成しており、それらの

多くのものは花成紙導効果を持っていた。また、3∞nmに吸収纏太
がある、類似のuv吸収スペクトラムを持つ成分が多数存在していた。
それらの成分のうち、主要な 2成分を分隊精製し、構造を決定した。

それらは光学活性をもっFIFと、 NEii量化物の付加体であり、 3f軍事健造

を持つa.ケトール脂肪敵であった(FN1及びFN2と仮称).FN1は

(9昨 FIFに、また、 FN2は(95トFIFに由来していた。FN1は単独でア

オウキクサの花成を飯導し、また、アサガオの花成紙導もFIFの
1/10.000の;漫度(lO-aM)で間程度の促進効果を示した.一方、 FN2

は、どちらの測定系でもほとんど活性を示さなかった.FIFもR休がア

サガオ花成系で促進活性を示し、 S体は活性を検出できなかった。

'>rakimoto et al.. Physiol. Plant.. 92: 624鳴628(1994) 
2>Yokoyama et al.. Plant Cell Physiol.. 41・110ー113(2000) 




